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断には最近は特に蛸電図検査が重視されている。メニエール病の鍋電図検査に関しては，これまでに action potential 
(AP) の異常 (N 1 入出力曲線の急峻化， AP 潜時の延長)と summating potential (SP) の異常(-sP 振幅の増






たクリック音を TDH49イヤホーンから位相を交互に変えて与えた。刺激間隔は125 msec，刺激音庄は80dBnHL で
フィルター処理(low cut 80Hz , high cut 4000Hz) した後， 256回かまたは512回加算した。
メニエール病の-SP. AP 所見と難聴の程度との関係を調べるため，正常耳28耳を対照とし，メニエール病耳56耳
(厚生省メニエール病研究班の診断基準に基づいて確実例と診断した症例)，及び，比較のため有毛細胞障害耳32耳(ス
トマイ・カナマイ難聴10耳，騒音性難聴22耳)における AP 振幅・潜時， -SP 振幅， -SP/ AP 比と聴力レベルとの
相関を調べた。 AP 振幅・潜時はメニエール病耳も有毛細胞障害耳も高音域の聴力と相関を示したが， -SP に関して
は両群の閣に相違がみられた。すなわち，有毛細胞障害耳では-SP 振幅は 8kHz の聴力と負の相関がみられたが，
-SP/ AP 比はどの周波数とも相関を示さなかったロメニエール病耳では-SP 振幅はどの周波数とも相関を示さなかっ
たが， -SP/ AP 比は高音域の聴力と正の相関を示した。また，上記の 3 群の比較においては AP 振幅はメニエール
病耳や有毛細胞障害耳では正常耳と比べて減少し -SP 振幅は有毛細胞障害耳では正常耳よりも減少しメニエー
ル病耳では正常耳よりも増大していた。また， -SP/ AP 比は有毛細胞障害耳と正常耳の間に差はなかったが，メニ
? ?
エール病耳では正常耳や有毛細胞障害耳と比べて著しく増大していた。
個体差によるばらつきを減らすために対側が正常耳のメニエール病46耳において-SP 振幅・ AP 振幅の正常側との
比 (-SP 振幅比・ AP 振幅比〉と聴力レベルとの相関について検討した。ーSP 振幅比は低音域ではも高音域でも相
関はなく， AP 振幅比は低音域では相関はなかったが，高音域の聴力レベルとは負の相関を示した。
聴力の変動が-SP ・ AP 所見にどの様に影響するかを調べるため，聴力変動を示しかっ，蛸電図を記録し得たメ
ニエール病耳 8 みみおいて蛸電図検査を 5 耳は 2 回， 2 耳は 3 回， 1 耳は 4 回行い，そのそれぞれの検査結果相互の

















エール病耳では増大し， しかも，難聴の程度とは相関のないことが判明した。また， -SP/ AP 振幅比はメニエール
病耳では正常耳や他の内耳性難聴耳と比較して顕著に増大ししかも，高音部の聴力の悪化に伴って増大を示すため，
メニエール病の鑑別診断に有用であることが明確になった。
以上のように，メニエール病の蛸電図においては特異な -SP が記録されることが明らかになり，本研究はメニエー
ル病と他の内耳性難聴との鑑別やメニエール病の難聴の発生機序を解明する上で有意義であり，学位を授与されるに
値する研究であると考える。
